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＊1 i コンシェル�：㈱NTTドコモの登録商
標．

1. まえがき
近年のモバイル市場の高度化・多

様化の中で，移動端末に求められる

機能は，「安心・安全」をサポート

するサービスや個々のライフスタイ

ルに合わせたサービスを提供するツ

ール的な機能に加え，個人に密着し

た情報をアクティブに配信してくれ

るアシスタント的な機能にもおよん

でいる．

これまでドコモは，移動端末をよ

り「安心・安全」に使え，かつ『○

○ができるケータイ』を目指し，さ

まざまなアプリケーションの開発を

行ってきたが，前述の新たなニーズ

に対応するべく，今回新たに『○○

してくれるケータイ』を目指した．

その第一歩として開発したのが，

「生活の中で行動を支援してくれ

る」iコンシェル機能である．

iコンシェル機能は，移動端末の

パーソナライズ化により，ユーザの

予定や，もっているデータなどに応

じた情報を提供することで，ユーザ

の行動を密接に支援できる．

本稿では，このiコンシェル機能

について解説する．また，従来の

「安心・安全」を強化するための取

組みとして，ユーザによるバックア

ップを容易にするユーザメモリ一括

バックアップ機能についても併せて

解説する．

2．iコンシェル機能の
開発

iコンシェルのサービスイメージ

を図1に示す．

2.1 i コンシェルのメッセ
ージ機能

iコンシェルのメッセージ機能の

構成を図2に示す．

iコンシェルでは，ユーザに次の

行動を促すような情報を通知するた

め，2種類の新規メッセージ機能

（以下，インフォメーション）に対

応した．

①ダイレクトメッセージ

サーバから配信される，ユー

ザごとにパーソナライズされた

メッセージ（通勤経路の電車遅

延など）．

②イベント通知

移動端末内の状態変化（お預

りデータ更新など）に応じて，

移動端末内で生成されるメッセ

ージ．

インフォメーションは，後述の表

示機能の実現のため，複数の情報要

素として受信（または生成）する仕

組みとした．また，サーバから受信

するダイレクトメッセージでは，ユ
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ーザの行動支援に有効なコンテンツ

として位置付けている，スケジュー

ルデータおよびトルカ＊2を添付可能

とした．

インフォメーションの表示は，待

受画面上でのポップアップ表示と，

ビューア（以下，iコンシェルTOP）

での一覧表示を可能とした．

待受画面上でのポップアップ表示

は，ユーザがiコンシェルTOPを

開くことなく，新着インフォメー

ションの概要をダイレクトに確認

するための機能である．この際，

マチキャラ�＊3コンテンツと連動し

た表示を行うことで，移動端末を擬

人化し，「携帯電話が行動を支援す

る」というコンセプトを高める工夫

を行った．

iコンシェルTOPでの一覧表示は，

インフォメーションの詳細を確認す

るための機能である．各インフォメ

ーションからは，サイトへの接続

や，添付ファイル詳細画面への遷移

も可能としている．

また，iコンシェルTOPでは，イ

ンフォメーションの詳細確認のほ

か，iコンシェルサービスの契約状

態に応じた表示，iコンシェルサー

ビスに関連する設定サイトや移動端

末内機能への導線を設け，iコンシ

ェルサービスへの入り口として位置

付けている．そこで，iコンシェル

TOPでは，ユーザへの視覚的な存在

感を与えるため，VIVIDTMUI＊4コン

テンツを用いてグラフィカルな表示

を行った．さらに，VIVID UIコンテ

ンツのカスタマイズ性を活かし，i

コンシェルTOPのテンプレート差
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＊2 トルカ：レストランカードやクーポン券
など，これまでは店頭で紙媒体として配
布されていたカードなどをケータイに取
り込むことができるサービス．

＊3 マチキャラ�：移動端末の待受画面，メ
ニュー画面などにユーザの設定したキャ

ラクターを表示させるサービス．マチキ
ャラは㈱NTTドコモの登録商標．

＊4 VIVIDTMUI：各種のマルチメディアコン
テンツを統合的に扱うことのできる，ユ
ーザインタフェースのプラットフォー
ム．VIVIDTMは，㈱アクロディアの商標．
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（お預りデータ更新など） 

図2 iコンシェルメッセージ機能



替えが可能な仕組みとしている．

2.2 スケジューラ機能
iコンシェルサービスのコンセプ

トに基づき，行動支援アプリケーシ

ョンへの発展性の観点から，スケジ

ューラに着目し，次の機能を追加し

た．画面イメージを図3に示す．

a iスケジュール対応

iスケジュールTM＊5とは，映画や

スポーツの試合日程やアーティスト

の活動予定など，複数の予定を紐付

けて管理する新たなデータ形式であ

る．既存のスケジュールフォーマ

ットであるvCalendarをベースに，

iスケジュール名，iスケジュールの

説明および最終更新日を新規プロパ

ティとして拡張した．スケジューラ

では，ユーザが移動端末で作成する

スケジュールと，iスケジュールを

明確に区別できるよう，視覚的な工

夫も行っている．また，後述の自動

更新機能において，サーバが保有す

る最新の情報へiスケジュールを自

動的に更新することを可能とした．

s週間天気の表示

ダイレクトメッセージによって通

知される週間天気の情報をスケジュ

ーラ上に表示し，自動更新すること

を可能とした．

これらの機能追加により，スケジ

ューラとして表示する情報種別が増

え，今まで以上に，行動支援アプリ

ケーションとしての幅を広げた．

dグラフィカル表示

スケジューラはiコンシェルサー

ビスの基本機能であるため，iコン

シェルTOPからの簡易な起動を可

能とした．この際，iコンシェル

TOPとのデザインの統一感を確保す

るために，VIVID UIコンテンツを用

いてグラフィカルな表示を行った．

また，移動端末上のOSやミドルウ

ェアに依存せず，同一のコンテンツ

を同様の動作や表現で再生可能であ

るというVIVID UIの性質を利用し

て，異なる機種間でのデザイン統一

を実現した．

2.3 お預かりサービス関連
機能拡充

『○○してくれるケータイ』の一

環として，いろいろなデータを預か

り自動的に情報を更新してくれるサ

ービスを実現するために，電話帳お

預かりサービスの機能拡張を行った．

a既存のサービス

電話帳お預かりサービスでは，

OMA（Open Mobile Alliance）＊6の標

準仕様に準拠したSyncML（Syn-

chronization Markup Language）＊7プ

ロトコルを採用している．本プロト

コルを使用することにより，移動端

末とサーバの間で同期を取ることが

可能になっている．現在のサービス

では，電話帳，メールや静止画がお

預かり対象となる．

電話帳の同期については差分同期

が行われており，移動端末から変

更・追加・削除のデータを送り，そ

の後，サーバからも変更・追加・削

除のデータを送っている．

電話帳お預かりサービスをエージ

ェントサービス対応にするため，ま

ず，対応オブジェクトを拡大した．

また，差分同期の際にサーバでのデ

ータの自動更新および同期中のリア

ルタイムなユーザへの情報配信に対

応した．これらのことにより，2点

のメリットが得られる．

・ユーザの行動を支援する情報を

守る（安心・安全の拡充）

・情報の更新（電話帳の補足やト

ルカ／スケジュールの自動更新

など）を行うことで，ユーザの

行動を直接的に支援する（図4）

sお預かり対応オブジェクトの拡充

iコンシェルサービス対応により

トルカ，スケジュール，iスケジュール

をお預かり対象に追加した．より多

くのユーザデータを守ることができ

るようになり，安心・安全の拡充に

寄与している．

①トルカへの対応

トルカについてはトルカカー

ド，トルカスニップという2つ

のデータ形式が存在するが，ど

ちらのデータ形式でも預けられ

ることとした．

再配布不可トルカも更新がで

きるようにお預かりの対象とし
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＊5 iスケジュールTM：「iスケジュール＼アイ
スケジュール」は㈱NTTドコモの商標．

＊6 OMA：移動通信向けのサービス，アプリ
ケーション実現技術の標準化および相互
接続性の確保を目的とした業界標準化団
体．

＊7 SyncML：携帯端末同士や，携帯端末と
PCなどでデータを同期するための仕様．
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図3 スケジューラ画面イメージ



ているが，著作権を保護するた

め，アップロードした移動端末

でしかリストア（復元）されな

いようになっている．移動端末

にリストアされるトルカについ

ては，すべて未読になるため，

ユーザが，リストアされたトル

カの判別を容易にできるように

なった．

②スケジュール／iスケジュール

への対応

複数の予定を紐付けて管理し

ているiスケジュールでは，こ

の集合体を意識させたままお預

かりするため，iスケジュール

をフォルダと考え，iスケジュール

に含まれるスケジュールをフォ

ルダに含まれるデータとして，

個々に分割してサーバに送信し

ている（図5）．

なお，iスケジュールについ

ては，同期の際にすべての情報

を送受信すると情報量が多くな

ることが想定される．このた

め，フォルダの中のスケジュー

ルについて変更のあったものだ

けを送信することで，送受信す

る情報量を削減している．

d同期中の付加情報追加

① iコンシェルサーバからのレコ

ード更新

前述のように，お預かりの

対象として追加したトルカ・

iスケジュールについては，IP

（ Information Provider）が

iコンシェルサーバのデータを

更新することで，同期時に移

動端末上のレコードを更新する

ことができる．

・トルカの更新対応

トルカのコンテンツ配信者

がデータを更新できるように，

トルカカード内の構成要素に最

終更新日時をもたせ，同期中に

サーバがこの値の大小を比較す

ることで，新しいトルカをユー

ザに配信することを可能にし

た．これにより，有効期限切れ

43NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 16 No. 4

インターネット 
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ストレージサーバ 
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・PC（My docomo）で編集 
・編集内容を移動端末にPush

iタウンページサーバ 
iコンシェルサーバ 
（IPサーバ） 

保存したデータを参照・編集 

移動端末の機能 

PCの機能 

データをアップデート 

FOMA網 

最新の移動端末データをアップロード 

保存・編集したデータをダウンロード 

アップデートされた情報をダウンロード 

保存したデータを参照 

図4 お預かりサービス関連機能の概要



を防ぐことや，月の初めに新し

いクーポンカードに更新するこ

とができ，ユーザの購買行動を

支援するサービスなどが実現で

きる．

・iスケジュールの更新対応

iスケジュールではスケジュ

ールを1件ずつ任意に更新す

ることができる．ここでは，

iスケジュールのフォルダの最

終更新日時を用いて，トルカと

同様に更新を行っている．

具体的なサービスとしては，

野球の試合日程カレンダーの更

新や，学校の授業日程の更新が

可能となる．

②電話帳のiタウンページ�＊8情報

追加

既存の電話帳お預かりサービ

スからお預かりの対象としてい

る電話帳についても，ユーザに

利便性の高い情報を付与する機

能を実現した．

まず，移動端末の電話帳に

iコンシェル専用のデータを格

納できる領域を用意してい

る．お預かりを実施した際，

iコンシェルサーバに格納され

ているタウンページ情報から電

話番号が合致する情報を検索

し，住所・URL・メモ情報を取

得することができる．

これにより，ユーザは特別な

操作を実施せずに，自分が電話

帳に登録している店舗などの住

所や営業時間の情報を得ること

ができる．なお，iタウンページ

情報が追加された電話帳は，電

話帳一覧ですぐに分かるようア

イコン表示される．

③エージェントインフォメーショ

ンへの通知

同期を契機に情報が追加され

ることがあり，前述のイベント通

知を用いてユーザに通知する．

トルカ・電話帳については，

ユーザが必要なときにしか参照

しないため，変更したことを通

知する必要がある．サーバにて

情報の更新がされると，更新さ

れたレコードに対し，Syncプロ

トコル内で情報追加のタグを付

与し，移動端末はこれを受け取

る．このタグの個数をカウント

し，1件以上ある場合にはイベ

ント通知を行っている．

また，お預かり履歴表示画面

にて，iコンシェル更新件数と

しても確認することができる．

3．ユーザメモリ一括
バックアップ機能
の開発

ユーザメモリ一括バックアップ機

能は，PIMデータ＊9全体を一括で

SDカードにコピー（バックアップ）

し，そのデータを移動端末本体内に

一括で上書き保存（復元）する機能

である．

3.1 導入背景
移動端末で扱うデータは安全かつ

安心して扱えるようにする必要があ

るが，データの多種化・大容量化に

伴い，機種変更やデータバックアッ

プに要する時間や手間が増大する傾
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＊8 iタウンページ�：NTT番号情報㈱の登録
商標．

＊9 PIMデータ：本稿では，5種類のデータ
種別（電話帳，ブックマーク，メール，
スケジュール，テキストメモ）のデータ
を指す．
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iスケジュールのフォルダ 

<Folder> 

・ 

・ 

・ 

</Folder>

BEGIN:VCALENDAR 

VERSION:1.0

BEGIN:VEVENT 
・ 
・ 
・ 
END:VEVENT

END:VCALENDAR

フォルダ内に含まれるデータ 
（iスケジュール内スケジュール） 

BEGIN:VCALENDAR 

VERSION:1.0

BEGIN:VEVENT 
・ 
・ 
・ 
END:VEVENT

END:VCALENDAR

・・・ 

図5 iカレンダースケジュール送信イメージ



向にある．

このような状況に対し，移動端末

に搭載可能なSDカードを利用して，

ユーザ自身の手によるユーザメモリ

の移行が簡単に行えれば，ユーザが

ドコモショップへ出向かなくても移

行でき，ユーザの利便性向上が期待

できる．

これまでは，電話帳やメールなど

のデータをそれぞれ個別にSDカー

ドにコピーしたり，SDカード上の

これらのデータを移動端末にコピー

する機能が搭載されてきた．しかし

今回は，PIMデータを一括で取り扱

えるようにすることで，ユーザがよ

り簡単にバックアップできることを

目指した．

3.2 導入方針
本機能を，移行元から移行先へ

PIMデータのコピーの手間を軽減す

ることに加え，移行元のPIMデータ

を移行先で完全に再現する機能とし

て位置付けた．このため，移行元で

データが存在しないデータ種別があ

る場合，移行先でもそのデータ種別

のデータはクリアされ，移動元と移

動先で全く同じデータが存在するこ

とが望ましい．例えば，電話帳のデ

ータが移行元の移動端末に存在しな

い場合は，移行先の移動端末に電話

帳データがあっても，それらはクリ

アすることが求められる．

3.3 導入の課題と対策
バックアップデータはPIMデータ

の各種別ごとにファイル化される．

ある種別について，移行元にデータ

がない場合，そのバックアップデー

タは作成されない．

一方で，バックアップ中のメニュ

ー操作による中断，電源断やSDカ

ードを抜くことによる中断などにお

いても，バックアップデータがSD

カード上に存在しないことがあり得

る．このようなバックアップが中断

されたSDカードを使って復元しよ

うとした場合，移行元と同じ状態に

復元することができず，導入方針に

反する．

このため，バックアップが中断さ

れたSDカードを使っての復元がで

きないように，復元時にSDカード

を読み込んだ際，移行元にデータが

ない場合と中断が起こった場合とを

区別できる仕組みが必要となる．

この区別を可能とするために，ど

のような方法で中断が起こっても，

バックアップ途中であることが分か

るように，特定のファイル名をもつ

一時ファイルを常に作成することと

した．また，移行元にあるデータ種

別のデータが存在しない場合には，

そのデータ種別に関しては，サイズ

が0のバックアップファイルを作成

することとした．

これにより，バックアップ状態を

管理するフラグなどをSDカード上

に新たに設けずに，ファイル名およ

びファイルサイズだけでバックアッ

プの状態を表すことができ，処理を

簡略化できる．

復元時には，まずバックアップフ

ァイルに一時ファイルが存在するか

をチェックし，存在する場合は，異

常系中断があったと判断し，復元を

中止する．復元を継続している途中

でサイズが0のファイルがあった場

合，そのデータ種別に対応する移動

端末内のデータをクリアして，最後

のデータ種別まで復元を行って，移

行を完了する．

これらにより，バックアップデー

タの一部が存在しない場合でも，導

入方針に従ったバックアップが可能

となる．

4. あとがき
2008年秋冬モデルでは，iコンシェ

ル機能を搭載することで，『○○し

てくれるケータイ』への一歩を踏み

出した．今後も，iコンシェルにつ

いては位置情報などの行動支援情報

との連携強化，一括バックアップに

関してはバックアップ対象コンテン

ツの拡大などを行って，ユーザにと

ってより「安心・安全」かつ使いや

すい移動端末の開発を進めていく予

定である．
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